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商
工
業
都
市
へ

発
展
の
表
玄
開
↓
完
成

国鉄駅前区画整理事業

　

市民待望の越美北線は来

年11月より福井～勝原間の

営業運転を行うといわれて

います。この開通を目の前

に控えて、市では国鉄駅前

土地区画整理事業の完成を

急いできました。

　

この工事は関係市民の理

解と協力によって、順調に

進み、10月30日に全工事が

完成し、新しい町並は将来

大野市を商工業都市へと、

発展させる表玄関となるこ

とが、いまから期待されて

います。

　

総
工
費
二
千
五
百
万
円
を

費
し
た
国
鉄
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
は
六
ヵ
年
計
画
で

さ
る
昭
和
二
十
八
年
四
月
に

着
工
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
国
鉄
駅
前
を

中
心
に
I
〇
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
面
積
を
区
画
整
理
し
て

き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
街
路
の
総
延
長

は
二
、
七
七
八
メ
ー
ト
ル
で

幅
一
五
メ
ー
ト
ル
が
、
二
〇

四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
一
メ
ー

ト
ル
が
四
〇
一
メ
ー
ト
ル
、

幅
八
メ
ー
ト
ル
が
五
一
四
メ

ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
が

八
六
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
メ

ー
ト
ル
以
下
が
七
九
二
メ
ー

ト
ル
に
な
っ
て
い
ま
す

　

ま
た
緑
地
帯
で
は
、

神
明
児
童
公
園
が
〇
・

一
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

鉄
製
シ
ー
ソ
鉄
製
二
方

滑
台
、
鉄
製
モ
タ
レ
ブ

ラ
ン
コ
、
遊
動
円
木
、

低
鉄
棒
、
ラ
セ
ン
型
総

鉄
製
ス
ベ
リ
台
な
ど
、

こ
の
ほ
か
樹
木
は
マ
サ

キ
二
百
七
十
二
本
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
シ
ー
ダ
十
三
本

ミ
ド
リ
ス
ギ
十
二
本
、

ト
ゲ
ナ
シ
、
一
丁

シ
ヤ
十
五
本
が
植
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
王
裏
児
童
公
園

は
〇
・
一
〇
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
鉄
棒
、
三
連
製
一
基
、
プ

ラ
ン
＝
一
基
が
建
て
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
珍
ら
し
い
外
国

産
を
含
む
六
十
余
種
の
樹
木

が
植
え
て
あ
っ
て
植
物
園
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
交
通

の
は
げ
し
い
都
心
か
ら
児
童

を
守
り
自
然
に
親
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

（
写
真
上
、
国
鉄
駅
前
通
、

下
、
神
明
児
童
公
園
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

◇
入
居
資
格
者

1
市
内
に
居
住
し
て
い
る
も

の
で
現
に
住
宅
が
な
く
て
困

っ
て
い
る
扶
養
親
族
の
あ
る

も
の
。
2
毎
月
一
定
の
基
準

収
入
の
あ
る
者
。
3
身
元
が

確
か
で
、
保
証
人
を
二
人
っ

け
ら
れ
る
者
。

◇
入
居
の
選
考
方
法

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん
で
決
め
ま
す
。

県
道
大
野
～
武
生
線

早
期
改
修
方
を
陳
情

　

羽
根
知
事
は
十
月
十
三
日

美
山
村
南
野
津
又
か
ら
、
県

道
大
野
～
武
生
線
を
通
り
、

大
野
市
内
の
道
路
や
橋
の
現

況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
森
広
市
長
と
森
嶋

議
会
議
長
、
白
崎
建
設
委
員

長
ら
は
上
神
橋
（
美
山
村
）
か

ら
同
道
し
、
南
野
津
叉
地
籍

で
は
美
山
村
長
、
村
有
志
が

多
数
出
迎
え
、
南
野
津
叉
～

野
津
叉
ず
い
道
の
間
、
約
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
内
、
未
改

修
分
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

早
期
改
修
の
陳
情
が
あ
り
、

ま
た
、
丁
ず
い
道
で
は
、
池

田
助
役
や
松
原
総
務
課
長
、

梅
田
建
設
課
長
の
ほ
か
、
商

工
会
議
所
玉
村
会
頭
や
大
野

地
区
の
区
長
、
商
店
繁
栄
会

の
役
員
な
ど
二
十
数
名
が
、

丁
ず
い
道
～
中
丁
間
の
改
修

工
嘔
の
早
期
完
成
方
を
陳
情

し
ま
し
た
。

　

県
道
、
大
野
～
武
生
線
は

美
山
村
南
野
津
叉
～
大
野
市

中
丁
間
約
六
キ
ロ
の
間
が
と

く
に
道
幅
も
狭
く
、
路
面
が

悪
い
の
で
、
自
動
車
の
通
行

が
不
能
で
し
た
。
物
資
交
流

が
激
し
く
人
情
、
風
俗
と
も

よ
く
似
通
っ
た
味
見
と
の
交

通
を
盛
ん
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
陳
情
が
、
市
制
い
ら
い

あ
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

知
事
ら
は
そ
の
後
、
市
長

室
で
大
野
地
区
の
代
表
者
と

ま
た
下
庄
地
区
で
は
同
出
張

所
で
、
阪
谷
、
五
箇
、
富
田

地
区
は
富
田
出
張
所
で
、
小

山
、
上
庄
地
区
は
上
庄
出
張

所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
地
域

の
陳
情
を
受
け
ま
し
た
。

　

（
陳
情
す
る
森
広
市
長
ら
ぐ

　

印
は
丁
ず
い
道
）

風
見
鶏

▼
大
野
市

と
同
じ
く

金
森
長
近

公
が
開
い
た
と
言
わ
れ
る
飛
騨
の

高
山
市
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

亀
山
城
跡
の
よ
う
な
、
城
跡
に
は

自
動
車
も
登
れ
た
が
、
私
た
ち
は

歩
い
た
。
そ
し
て
こ
ん
も
り
と
茂

っ
た
林
や
森
の
中
に
、
落
ち
つ
い

た
郷
土
博
物
館
や
図
1
館
が
静
か

に
立
っ
て
い
た
。
▼
艦
か
前
方
に

は
日
木
ア
ル
プ
こ

に
は
宮
川
の
清
流
が
街
を
よ
ぎ
っ

て
い
た
。
あ
て
ど
も
な
く
街
を
歩

く
と
飛
騨
の
た
く
み
た
ち
が
子
孫

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
古
風
な
土
産

店
な
ど
も
あ
っ
た
。
▼
土
俗
民
俗

誌
「
ひ
だ
び
と
」
の
編
集
者
江
馬

三
枝
子
氏
と
「
山
の
民
」
（
三
部

作
）
の
夫
君
の
江
馬
修
氏
が
居
住

の
地
と
き
く
同
地
に
加
え
て
長
近

公
の
遺
跡
で
あ
れ
ば
、
日
頃
郷
愁

の
念
も
手
伝
っ
て
か
、
至
る
と
こ

ろ
が
懐
し
か
っ
た
。
▼
い
わ
ゆ
る

高
山
市
の
も
っ
歴
史
的
な
も
の
と

そ
れ
で
い
て
近
代
的
な
感
覚
と
を

う
ま
く
マ
ッ
チ
さ
せ
た
市
街
地
が

う
ま
く
調
和
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
・
・
・
・
…
▼
大
野
市
も
決
し
て
卑

下
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
郷
土

文
化
の
香
り
を
い
ろ
い
ろ
な
面
で

発
揮
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
ペ
ノ
…
…
。

商
店
診
断
な
ど
で
せ
い
ぜ
い
近
代

化
す
る
こ
と
も
結
構
、
店
内
で
働

く
人
た
ち
の
態
度
、
サ
ー
ビ
ス
す

る
素
養
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
結

構
、
要
は
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
大

野
市
街
地
の
建
設
だ
と
言
う
こ
と

を
み
な
が
ら
得
て
い
る
こ
と
が
肝

要
だ
と
思
う
。



越
美
北
線
西
勝
原
ず
い
道
完
成

大
野
市
発
展
の
扉
開
く

国
鉄
越
美
北
線
、
柿
が
島
ず
い
道
と
、
西
勝
原
ず
い
道
は
総

工
費
九
、
〇
〇
〇
万
円
で
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
に
着
工
し

西
勝
原
ず
い
道
は
十
月
三
十
日
に
完
成
、
柿
が
島
ず
い
道
は

十
二
月
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

柿
が
島
ず
い
道
は
、
九
頭
龍

第
一
鉄
橋
（
下
唯
野
～
柿
が
島

地
籍
を
結
ぶ
）
を
渡
り
約
一
、

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
方
へ
進
ん

だ
所
か
ら
、
九
頭
龍
川
右
岸
沿

い
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
柿
が
島
山

を
貫
く
も
の
で
、
延
長
六
五
九

メ
ー
ト
ル
、
下
幅
三
・
八
メ
ー

ト
ル
、
中
腹
幅
四
・
七
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
馬
て

い
型
の
ず
い
道
で
す
。

　

ま
た
西
勝
原
ず
い
道
は
、
九

頭
龍
第
二
鉄
橋
（
柿
が
島
～
西

勝
原
地
籍
を
結
ぶ
）
を
渡
り
九

頭
龍
川
左
岸
西
勝
原
山
を
貫
く

延
長
二
一
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の

ず
い
道
で
す
。

　

南
福
井
駅
と
岐
阜
県
、
北
濃

駅
を
結
ぶ
八
五
キ
ロ
の
国
鉄
越

美
北
線
の
開
通
は
、
福
井
県
民

の
長
い
宿
願
で
あ
り
ま

し
た
。

大
正
九
年
ご
ろ
か
ら
こ

の
開
通
運
動
が
行
わ
れ

昭
和
十
年
か
ら
六
ヵ
年

継
続
事
業
で
総
工
費
一

億
八
千
万
円
を
費
し
て

福
井
～
大
野
間
の
路
床

工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
争
の
拡
大
に
よ

っ
て
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
戦
後
再
び
越
美
北
線
開
通

促
進
期
成
同
盟
会
が
で
き
早
期

開
通
を
要
望
し
て
強
力
な
運
動

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
一
年
七
月
十
六
日

に
は
、
有
終
中
学
校
で
吉
野
運

輸
大
臣
ら
を
迎
え
て
盛
大
に
起

工
式
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
大
野
～
西
勝
原
間
の
路

床
工
事
と
、
南
福
井
か
ら
は
路

床
の
補
修
工
事
や
線
路
の
敷
設

工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
南
福
井
～
市
波
間

の
線
路
敷
設
工
事
が
完
成
し
、

昭
和
三
十
四
年
度
中
に
は
営
業

運
転
が
行
わ
れ
る
と
い
う
明
る

い
見
通
し
も
つ
い
て
、
沿
線
住

民
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

　

（
写
真
は
第
二
鉄
橋
よ
り
柿
が

島
ず
い
道
口
を
望
む
）

5
日
か
ら
1
5
日
間

基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

九
月
十
五
日
現
在
で
作
り
ま

し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
十

一
月
五
日
か
ら
同
十
九
日
ま
で

十
五
日
間
、
市
役
所
総
務
課
で

有
権
者
の
方
々
に
、
名
簿
漏
れ

が
な
い
か
見
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
選
挙
の
当
り
年
、
市

会
議
員
、
知
事
、
県
議
会
議
員

な
ど
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
基
本
名
簿
に
漏
れ
る
と
こ
れ

ら
の
選
挙
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
一
家
の
内
一
人
は

名
簿
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
漏

れ
た
者
が
な
い
か
を
確
め
て
く

だ
さ
い
。

新
し
い
村
造
り
が
生
ん
だ

理
想
郷
ニ
ッ

　

九
頭
龍
峡
の
絶
景
、
魚
止
と

宝
善
壁
付
近
に
点
在
し
て
い
た

仏
原
と
湯
上
や
、
葛
が
原
の
区

民
は
交
通
の
不
便
な
こ
の
地
を

離
れ
て
。
昨
年
の
暮
、
木
本
原

に
入
植
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
県
営
ダ
ム
の
建
設
で
水

没
し
た
西
谷
村
の
両
秋
生
と
小

沢
の
区
民
も
、
大
野
市
を
永
住

の
地
に
定
め
て
木
の
本
原
開
拓

地
へ
入
植
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
と
も
ど
も
に
水
田

一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
町
二

反
歩
）
畑
〇
・
一
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
一
反
五
畝
歩
）
宅
地
〇
・

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
三
〇
〇
坪
）

を
県
か
ら
買
い
受
け
、
〇
・
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
ず
つ
に
区
切
ら
れ

た
、
た
ん
ぽ
の
中
へ
文
化
住
宅

が
建
ち
並
ん
で
、
仏
原
の
移
住

区
は
榎
（
エ
ノ
キ
）
二
十
世
帯

水
没
区
は
千
年
（
チ
ト
セ
）
十

六
世
帯
が
、
明
る
い
理
想
郷
建

設
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
春
は
各
家
庭
と
も
慣

れ
な
い
農
耕
作
業
や
田
植
に
苦

労
し
て
き
ま
し
た
が
、
恵
ま
れ

た
気
象
と
、
入
植
者
の
並
々
な

ら
ぬ
努
力
が
報
い
ら
れ
て
、
初

め
て
植
付
け
た
稲
は
見
事
に
実

り
ま
し
た
。

　

新
し
い
村
造
り
の
指
定
を
受

け
た
榎
区
は
、
総
工
費
九
十
二

万
四
千
円
で
共
同
作
業
所
一
む

ね
木
造
二
階
建
百
二
十
二
平
方

メ
ー
ト
ル
（
三
十
七
坪
）
と
農

機
具
、
精
米
機
、
ワ
ラ
打
機
、

ナ
ワ
ナ
イ
機
、
｀
I
タ
ー
各
一

台
と
三
イ
ン
チ
モ
ミ
ス
リ
機
二

台
を
購
入
し
、
作
業
所
は
十
月

二
十
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

千
年
区
で
は
総
工
費
四
十
万

五
千
円
で
、
共
同
作
業
所
一
む

ね
、
木
造
平
屋
建
三
三
平
方
メ

ー
ト
ル
（
十
坪
）
農
機
具
、
精

米
機
六
〇
キ
ロ
張
、
ワ
ラ
打
機

直
結
型
、
ナ
ワ
ナ
イ
機
、
｀
ミ

ス
リ
機
四
イ
ン
チ
、
モ
ー
タ
ー

ニ
馬
力
各
一
台
を
購
入
し
ま
し

た
。
新
し
い
村
造
り
の
事
業
は

昭
和
三
十
一
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
は

各
地
で
よ
い
成
果
を
収
め
て
い

ま
す
。

　

（
写
真
は
榎
共
同
作
業
所
）

公
民
館
の

表
玄
関
を
移
築

　

大
野
公
民
館
の
入
口
は
東
側

に
つ
い
て
い
た
の
で
、
ホ
ー
ル

に
は
い
る
と
き
は
、
た
い
へ
ん

不
便
で
し
た
が
、
こ
ん
ど
五
十

九
万
円
の
経
費
で
公
民
館
ホ
ー

ル
の
北
側
へ
木
造
平
屋
建
、
瓦

ぶ
き
五
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
（

十
八
坪
）
の
表
玄
関
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
十
九
平
方
メ
ー

ト
ル
（
六
坪
）
の
ス
テ
ー
ジ
は

同
ホ
ー
ル
の
南
側
に
移
し
、
理

想
の
公
民
館
ホ
ー
ル
が
九
月
二

十
日
に
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
み
ん
な
に
親
し
ま
れ

る
、
は
い
り
よ
い
公
民
館
ホ
ー

ル
に
な
り
ま
し
た
。

（写真は新装された公民館入口）

昭
和
3
4
年
版
県
民
手
帖

希
望
者
は
商
工
課
へ

　

昭
和
3
4
年
版
県
民
手
帖
が
来

ま
し
た
。
内
容
は
県
行
政
機
関

市
町
村
要
覧
、
メ
ー
ト
ル
換
算

表
、
日
記
欄
な
ど
豊
富
で
す
。

価
格
、
一
冊
六
〇
円
。
希
望
者

は
十
一
月
十
日
ま
で
に
商
工
課

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



小
型
動
力
ポ
ン
プ
十
台
購
入

消
防
機
具
を
充
実

　

消
防
機
具
を
機
械
化
し
、
さ

ら
に
充
実
を
図
る
た
め
に
毎
年

市
費
を
投
じ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
さ
ら
に
百
六
十
二
万
円
を

費
し
て
、
動
力
小
型
ポ
ン
プ
を

十
台
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ポ
ン
プ
は
十
八
馬
力
で

一
分
間
に
二
三
八
ガ
ロ
ン
の
放

水
能
力
を
持
っ
た
優
秀
品
で
、

十
月
十
四
日
に
入
荷
し
て
次
の

区
へ
配
置
し
ま
し
た
。

　

寺
、
中
保
、
牛
が
原
、
上
黒

谷
、
中
据
、
木
本
、
森
目
、
蕨

生
、
蓑
道
、
消
防
署
。

　

（
写
真
は
購
入
さ
れ
た
小
型
動

力
ポ
ン
プ
）

明
か
る
い
童
顔

成完
校

分祖
難

阿

小
山
小
学
校
第
二
分
校

　

（
阿
難
祖
分
校
）
の
改

築
工
事
は
、
総
工
費
百

三
十
五
万
円
を
費
し
て

十
月
十
日
に
完
成
し
ま

し
た
。

こ
の
学
校
は
木
造
二
階

建
、
総
坪
数
三
百
三
十

平
方
メ
ー
ト
ル
（
百
坪
）
で
、

階
下
は
百
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

の
講
堂
（
五
間
－
七
間
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。
二
階
は
普
通
教

室
が
二
室
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
五
日
に
、
し
ゆ
ん
工

検
査
が
終
り
、
十
六
日
に
は
木

の
香
り
も
新
し
い
校
舎
へ
全
生

徒
が
は
い
っ
て
、
楽
し
そ
う
に

勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

（完成した阿難祖分校）

暴
力
を
受
け
た
ら

す
ぐ
警
察
へ

届出人には迷惑

をかけません

大
野
警
察
署
で
は
、

暴
力
の
徹
底
的
取
締

り
に
努
め
て
い
ま
す

皆
さ
ん
も
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
暴
力
を
受

け
た
ら
す
ぐ
警
察
へ
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

知
ら
せ
て
、
あ
と
の
た
た

り
や
お
礼
ま
い
り
の
起
る
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

の
身
辺
は
警
官
が
守
り
ま
す

秋
に
多
い
あ
き
す
狙
い
に

　

注
意
し
ま
し
よ
う

自
転
車
に
は
必
ず
カ
ギ
を

　

か
け
ま
し
よ
う

交
通
事
故
が
起
ら
な
い
よ

　

う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま

　

し
よ
う

　

（
大
野
警
察
署
か
ら
）

暗
r
一
｝
I
学
校
の
教
育

ｍ
厦
一
y
を
高
め
よ
う

市
学
校
教
育
研
究
会

　

大
野
市
学
校
教
育
研
究
会
で

は
、
市
内
小
、
中
学
校
の
教
育

水
準
を
高
め
よ
う
と
い
う
目
的

の
も
と
に
、
十
月
二
十
五
日
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
下
庄
小
学

校
作
法
室
で
、
約
三
百
名
が
集

っ
て
教
育
研
究
発
表
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

定
刻
に
は
松
田
市
教
育
委
員

長
ら
多
数
の
来
賓
の
ほ
か
、
市

内
小
、
中
学
校
の
教
員
ら
が
作

法
室
に
ぎ
つ
し
り
詰
り
、
会
長

　

（
小
中
学
校
校
長
会
長
）
の
開

会
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、
寺
島

教
育
長
は
「
静
か
な
る
学
舎
に

あ
っ
て
こ
そ
、
立
派
な
教
育
が

で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
険
悪
な

空
気
の
中
に
は
、
良
い
教
育
は

あ
り
得
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

し
、
続
い
て
松
田
市
教
育
委
員

長
や
、
森
嶋
市
議
会
議
長
の
祝

辞
が
あ
っ
て
開
会
式
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
東
京
教
育
大

学
教
授
、
長
坂
端
午
氏
の
講
演

（
と
く
に
道
徳
教
育
に
つ
い
て
）

が
あ
り
、
午
後
は
十
四
の
分
科

会
に
分
れ
て
、
ど
の
よ
う
に
し

て
市
内
小
、
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
教
育
水
準
を
高
め
る
か
を

研
究
し
、
午
後
四
時
、
よ
い
成

果
を
収
め
て
解
散
し
ま
し
た
。

危
険
物
取
扱
主
任
者

資
格
試
験
の
講
習
会

1
1
月
2
0
日
消
防
署
で

　

危
険
物
（
速
燃
性
の
油
類

火
薬
類
、
強
酸
化
性
の
物
質

）
の
取
扱
主
任
者
資
格
試
験

を
受
け
る
方
の
た
め
に
、
十

一
月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
大
野
市
消

防
署
で
講
習
会
が
開
か
れ
ま

す
。

◇
試
験
期
日
十
一
月
二
十

　

六
日
午
後
一
時
か
ら

◇
と
こ
ろ
大
野
市
消
防
署

◇
願
書
締
切
期
日
十
一
月

　

二
十
日

◇
提
出
先
大
野
市
消
防
署

【
注
】
昭
和
三
十
四
年
か
ら

は
国
家
試
験
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
か
ら
、
資
格
試

験
を
受
け
た
い
方
は
今
年
の

う
ち
に
受
け
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。

大
麻
を
作
り
た
い
方
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

来
年
、
大
麻
を
作
り
た
い
方

は
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
、

市
役
所
農
務
課
ま
た
は
各
出
張

所
で
許
可
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

許
可
を
受
け
て
栽
培
し
な
い

と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
手
数
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

登
録
手
数
料
六
〇
円

身
元
証
明
手
数
料
六
〇
円

（
継
続
者
は
不
要
）

涸保相談室
国
保
の
新
点
数
表
に
つ
い
て

Ｓ
子
乙
表
と
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か

（
答
）
新
点
数
表
に
は
甲
表
と
乙

表
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
表
は
点

数
表
の
仕
組
み
を
大
体
今
ま
で

と
変
え
な
い
で
。
計
算
し
や
す

い
よ
う
に
一
点
単
価
を
十
円
（

従
来
は
十
一
円
五
十
銭
ゝ
と
し

こ
れ
ま
で
十
点
の
も
の
を
十
二

・
五
点
と
な
る
よ
う
点
数
を
高

く
し
ま
し
た
。
要
す
る
に
こ
れ

ま
で
十
一
円
五
十
銭
で
あ
っ
た

単
価
が
十
二
円
五
十
銭
に
な
っ

た
と
思
え
ば
良
い
の
で
す
。
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一
億
円
の
経
済
効
果

林
道
鍋
が
平
線
が
完
成

　

林
道
、
鍋
が
平
（
ナ
ペ
ガ
ダ

イ
ラ
）
線
は
上
打
波
区
と
下
打

波
区
の
中
間
、
県
道
、
大
野
－

白
山
線
か
ら
打
波
川
左
岸
へ
渡

っ
て
、
鍋
が
平
地
籍
の
中
間
に

っ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
林
道
の
受
益
面
積
は
三

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
び
、

完
成
の
暁
に
は
、
一
億
円
以
上

の
経
済
効
果
が
あ
る
も
の
と
見

ら
れ
ま
す
。

　

工
事
費
二
百
五
十
一
万
円
、

林
道
延
長
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、

幅
三
・
六
メ
ー
ト
ル
、
昭
和
三

十
三
年
七
月
着
工
、
同
年
十
一

月
十
日
完
成
の
予
定
で
す
。

　

受
益
状
況
＝
木
材
蓄
積
数
、

用
材
一
、
九
一
三
、
六
四
〇
立

方
メ
ー
ト
ル
、
薪
炭
材
二
五
二
、

五
三
五
立
方
メ
ー
ト
ル
。

　

植
林
計
画
―
昭
和
三
十
三
年

度
、
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
三

十
四
年
度
、
三
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
同
三
十

五
年
度
四
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
す
。

治
山
治
水
は

　
　

植
林
か
ら

（写真は完成した林道）

五
五
〇
余
柱
の
霊
よ

永
久
に
安
ら
か
に

戦没者秋期慰霊祭

10月10日午前10時か

ら、戦没者秋期慰霊

祭が、神明、日吉神

社境内忠魂碑前で、

終戦後13年に当る13

回忌を兼ね、盛大に

厳修されました。

200余名の遺族のほ

か、多数の参列者が

あり、花火を合図に

雅楽に迎えられた円
立寺住職を導師に僧侶の着席

があって、忠魂碑奉讃会長の

祭辞、森広市長や各種団体長

の祭辞が続いて行われました

また遺児を代表して、有終中

学校の堀弘子さんは「お父さ

んがいなくとも、お母さんの

愛で強く生き、勉強に励みま

す」と静かに眠る父に日ごろ

のこころがまえをけなげに打

ちあけ、参列者の涙をさそい

ました。読経が終り、白崎大

師範外6名の都山流尺八奉納

吹奏があり、11時30分慰霊祭

が終りました。

市郎冒圖瓢躇ハ

目
ざ
ま
し
い
発
展
を
続
け
る

銀
座
商
店
街

古
い
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
銀
座
商
店

街
で
は
、
こ
の
町

に
商
う
百
五
十
人

の
業
者
が
集
り
、

昭
和
二
十
九
年
七

月
に
大
野
銀
座
商

店
街
協
同
組
合
を

作
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
各
交
通
機
関
は
ひ
じ

よ
う
に
発
達
し
、
と
く
に
自
動

車
の
実
用
化
は
他
市
と
の
距
離

を
ち
ぢ
め
、
こ
れ
ま
で
の
古
い

習
慣
に
頼
っ
て
商
っ
て
い
て
は

他
の
市
か
ら
商
人
が
は
い
り
こ

ん
で
、
こ
れ
に
押
さ
れ
る
向
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

そ
こ
で
、
こ
の
会
で
は
新
し
い

感
覚
を
取
り
入
れ
て
、
顧
客
の

好
み
に
合
っ
た
商
い
方
を
協
同

の
力
で
研
究
し
て
行
く
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
町
内
の
美
華
と
夜
も
明

る
い
市
街
に
す
る
た
め
に
、
昭

和
三
十
年
十
月
に
三
十
六
万
円

を
費
し
て
ネ
オ
ン
ア
ー
チ
ニ
基

を
建
て
た
ほ
か
、
昭
和
三
十
年

か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
工
費
百
万

円
を
か
け
銀
座
通
り
の
両
側
に

百
本
の
街
路
灯
を
付
け
ま
し
た

　

こ
の
ほ
か
店
舗
の
射
光
や
、

店
舗
改
装
に
力
を
入
れ
、
自
力

で
こ
れ
に
当
る
ほ
か
、
県
と
市

か
ら
の
店
舗
改
装
資
金
を
借
入

れ
、
次
々
と
美
し
い
店
舗
を
作

っ
て
き
ま
し
た
。
（
店
舗
改
装
資

金
は
、
こ
れ
ま
で
に
県
か
ら
三

十
二
年
度
二
十
一
件
、
二
百
八

万
円
、
三
十
三
年
度
四
十
一
件

四
百
万
円
で
、
市
か
ら
は
三
十

二
年
度
二
十
三
件
、
二
百
万
円

三
十
三
年
度
三
十
一
件
、
三
百

万
円
が
貸
し
出
さ
れ
て
、
市
内

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

さ
ら
に
、
石
ド
ウ
ロ
に
緑
地

帯
を
作
る
よ
う
市
に
働
き
か
け

地
元
で
は
二
十
万
円
の
負
担
金

を
だ
し
て
、
み
ど
り
公
園
を
設

置
し
、
た
く
ま
し
い
商
魂
が
生

ん
だ
こ
れ
ら
の
施
設
は
自
然
、

客
の
足
を
銀
座
街
に
運
ば
せ
る

よ
う
な
結
果
を
生
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。

　

会
員
ら
は
市
の
援
助
も
受
け

る
反
面
、
納
税
組
合
を
作
り
積

極
的
に
市
政
の
協
力
に
も
当
っ

て
い
ま
す
。

　

理
事
長
の
鮎
川
さ
ん
は
、
長

い
伝
統
と
体
験
を
持
つ
銀
座
街

で
は
、
越
美
北
線
が
っ
き
、
さ

ら
に
交
通
が
頻
繁
に
な
っ
て
他

方
面
の
商
人
が
は
い
り
こ
ん
で

き
て
も
、
さ
し
て
驚
く
ほ
ど
の

こ
と
も
な
く
、
対
抗
し
て
商
っ

て
行
け
る
。
ま
た
、
銀
座
街
の

発
展
は
こ
れ
か
ら
で
す
、
と
強

気
に
張
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
も
強
く
、
明
る
く
、

活
動
し
て
い
る
市
民
の
方
々
の

努
力
に
頭
が
さ
が
る
思
い
で
、

い
と
ま
を
し
ま
し
た
。

（賑う銀座商店街）

舛
‘
名
を
表
彰

第
5
回
発
育
優
良
児

　

第
五
回
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー

ル
に
選
ば
れ
た
二
十
一
名
の
発

育
優
良
児
を
、
十
月
二
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
大
野
公
民
館
ホ

ー
ル
で
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
森
広
市
長
、
勝

山
保
健
所
所
長
ら
が
で
て
発
育

優
良
児
ま
で
に
養
育
し
た
母
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
優
良
児

の
将
来
を
祝
し
ま
し
た
。

　

診
断
を
受
け
た
乳
児
は
五
六

二
名
で
、
こ
の
中
か
ら
二
十
一

名
を
発
育
優
良
児
と
し
て
選
び

ま
し
た
。
氏
名
は
欠
の
と
お
り

熊
谷
幸
博
（
五
番
）
楳
田
英

二
（
水
落
）
脇
本
博
之
（
二

番
下
）
山
田
一
博
（
水
落
）

岩
淵
邦
彦
（
神
明
）
高
橋
典

子
（
清
水
上
）
斎
藤
裕
子
（

下
舌
）
上
村
康
子
（
御
給
）

山
田
修
治
（
北
御
門
）
山
口

和
子
（
西
勝
原
）
奥
田
恵
子

（
犬
山
）
山
下
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